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My Pride

再非行に至らないような働き掛けや、
裁判所の施策の企画・立案に携わる。
私は現在、少年事件を担当しており、非行に至った背景

を明らかにしたり、再び非行に至ることがないよう様々

な働き掛けを行ったりしています。また、裁判所の施策

の企画・立案にも携わっており、家裁調査官の研修の企

画や、裁判所のデジタル化について、他の部署の職員と

も協力しながら取り組んでいます。

少年の持つ力を信じることの大切さとともに、
家裁調査官のやりがいを感じます。
あるケースの少年は、家庭や高校になじめず、不良仲間

と遊ぶ中で非行に至りました。面接では、少年の口数が

少なく、どう関わればよいか迷いました。しかし、少年

に寄り添いながら面接を重ねるうちに、少年は、ほめら

れた経験が少なく、自信が持てなかったこと、不良仲間

だけが自分を認めてくれる存在であることを話すように
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妻もフルタイムで働いているので、保育園の送迎を分担したり、子どもが

風邪をひいたりしたときにスケジュールを調整し、周囲の協力を得て休み

を取るなど、協力し合って子育てをしています。休日は、子どもを連れて

公園に出掛けることが多いです。子育て中の同僚と、お勧めの公園や遊戯

施設について情報交換をしています。
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なりました。そのような少年の気持ちを保護

者に伝えたところ、保護者は接し方を改める

決意をしました。その後、少年は、高校を退

学して仕事を始め、保護者や職場の上司から

認められる経験を重ねる中で自信を少しずつ

取り戻し、不良仲間との関係も断ち、立ち直っ

ていきました。こうした場面に立ち会うと、

少年の持つ力を信じることの大切さととも

に、家裁調査官としてのやりがいを感じます。

少年事件の少年や保護者、家事事件の当事者

や子どもは、様々な困難や葛藤を経験してお

り、容易には問題を解決できない状況にある

ことも少なくありません。こうしたケースほ

ど、家裁調査官の力が求められます。

正解がないからこそ
チームとともに誠実に向き合う。
家裁調査官は、望ましい解決に向かうよう、

非行や家庭内の紛争の背景をひも解いたり、

少年や当事者に働き掛けたりして、裁判官に

意見を提出します。正解があるわけではなく、

悩みも尽きませんが、上司や同僚と構成して

いるチームで、日頃から率直に意見交換した

り相談できることも魅力の一つです。

家庭裁判所に来る少年や当事者は、それぞれ

の人生を歩んできており、同じケースは一つ

もありません。これからも、少しでも良い解

決を目指して一つ一つのケースに誠実に向き

合っていきたいと思います。

SCHEDULE
1 日のスケジュール

始業
スケジュールを確認し、
資料を読むなどして調査
等の準備をします。

8:30

ケース会議
上司や同僚と一緒に、
チームで担当するケース
の調査方針や調査結果に
ついて検討します。

9:30

研修についての
ミーティング
講師への依頼やロールプレイ
教材の作成など、家裁調査官
が参加する研修の企画・立案
を行います。

11:30

昼食
育児中のため、昼休み
を15分短縮し、終業
時間を早める制度を
利用しています。

12:15

調査面接
少年や保護者と
裁判所において
面接をします。

13:30

裁判官・書記官と
カンファレンス
調査結果を共有し、今後の進め方
について意見交換します。

16:00

終業
通常より15分早く
終業し、保育園のお
迎えや夕食の準備を
します。

16:45


